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2017年 3月に実施した福島第一原子力発電所 (1F) 1号機の原子炉格納容器 (PCV) 内部調査で得られた線量

率分布を解析し、堆積物表面の主線源や堆積物中の燃料デブリの有無を推定した。 
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1. 背景及び目的 

1F廃止措置に向けて、小型線量計を搭載した調査装置を 2017年 3月に 1号機 PCV内に投入し、複数の
測定点における地下階の鉛直方向の線量率分布を取得した[1]。線量率分布を解析し、地下階状況を推定した。 

 
2. 地下階状況の推定方法及び各エリアでの推定結果 

線量率分布を用いて堆積物表面の主線源と燃料デブリ有無の推定を試みた。小型線量計ではエネルギー情

報を取得できないことから、本研究では水中での線量率減衰のエネルギー依存性に着目し、堆積物表面の主

線源を推定した。また、測定結果と解析結果の線量率の差異から燃料デブリの有無を推定した。 

はじめに、調査装置を PCV内に投入した配管貫通部近傍[1]で堆積物表面の主線源を推定した。図 1に線量

率減衰曲線を示す。Cs-137γ線による解析結果と同等であったため、主線源を Cs-137と推定した。図 2に線

量率分布測定結果と Cs-137γ線による解析結果を示す。これらが良く一致したことから、配管貫通部近傍に

は燃料デブリが存在しない、又は存在しても少量と推定した。次に、燃料デブリ流出可能性があるペデスタ

ル開口部近傍[1]では、線量率減衰曲線から主線源を Cs-137と推定した。堆積物表面高さが 0.9 mと高いこと

から[2]、堆積物厚さをパラメータとした解析結果と測定結果を比較したが、堆積物中に燃料デブリが存在する

かどうかは推定できなかった。今後は本推定結果を踏まえ、次回調査の範囲及び方法の検討を進める。 

    
図 1 配管貫通部近傍の線量率減衰曲線  図 2 配管貫通部近傍の線量率分布測定結果及び解析結果 
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